
年
金
誤
支
給

年
金
誤
支
給

返
還
に

返
還
に
「「
壁壁
」」
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紙面編集・佐崎智章

夏
休
み
の
自
由
研

究
に
悩
む
子
ど
も

た
ち
に
朗
報
。「
長

崎
都
市
・
景
観
研

究
所
／
ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
」
が
発
行
す

る
情
報
誌
「
ナ
ガ
サ
キ
デ
ザ
イ

ン
ニ
ュ
ー
ス
」
（
１
部

円
）

付
属
の
子
ど
も
向
け
「
号
外
」

で
、
長
崎
市
内
で
で
き
る
自
由

研
究
の
ア
イ
デ
ア

種
類
を
紹

介
し
て
い
る

写
真

。

○
…
「
坂
道
角
度
調
査
」
「
ま

ち
ね
こ
調
査
」
な
ど
長
崎
な
ら

で
は
の
テ
ー
マ
が
教
科
別
に
ず

ら
り
。
必
要
な
期
間
も
表
示
し
、

中
に
は
「
３
日
で
終
わ
ら
せ
る
」

コ
ー
ス
も
。

○
…
「
小
学
生
の
気
持
ち
に

な
っ
て
考
え
た
」
と
い
う
担
当

者
。
デ
ザ
イ
ン
も
こ
だ
わ
り
抜

い
た
自
信
作
だ
が
「
入
稿
前
に

徹
夜
で
考
え
た
」
と
苦
笑
い
。

「
自
由
研
究
は
計
画
的
に
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
。
（
六
倉
大
輔
）
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日 ことしの累計

発生 15 3502（ 3821）

死者 0 35（ 26）

傷者 22 4525（ 4945）

カッコ内は昨年同期＝県警調べ＝

子
宮
が
ん
検
診
推
進
、
長
崎
大
名
誉
教
授

山
邊

徹
さ
ん
死
去

歳

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

２
０
１
１
年
に
発
売
さ
れ
た
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
薬
「
テ

ラ
ビ
ッ
ク
」
（
一
般
名
テ
ラ
プ
レ
ビ
ル
）
を
服
用
し
た
患

者
の
う
ち
、
約

％
に
肝
不
全
や
全
身
の
皮
膚
炎
な
ど
の

重
い
副
作
用
が
出
て
、

代
〜

代
の
男
女

人
が
死
亡

し
て
い
た
こ
と
が

日
、
製
造
販
売
元
の
田
辺
三
菱
製
薬

（
大
阪
）
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

県
内
の
子
宮
が
ん
検
診
体
制

の
基
礎
構
築
に
尽
力
し
た
長

崎
大
名
誉
教
授
の
山
邊
徹
（
や

ま
べ
・
と
お
る
）
さ
ん
が
７
月

日
午
後
９
時
ご
ろ
、
心
筋
梗

塞
の
た
め
、
長
崎
市
内
の
自
宅

で
死
去
し
た
。

歳
。
長
崎
市

出
身
。
自
宅
は
長
崎
市
西
山

台
２
丁
目

の

。
告
別
式
は

日
午
後
１
時
か
ら
、
長
崎
市

大
橋
町
の
大
橋
メ
モ
リ
ー
ド

ホ
ー
ル
で
。
喪
主
は
妻
桂
子
さ

ん
。旧

制
長
崎
高
等
学
校
、
旧
長

崎
医
科
大
を
卒
業
後
、
長
崎
大

医
学
部
産
婦
人
科
学
の
助
手
を

経
て
同
教
授
と
な
り
、
同
大
医

学
部
付
属
病
院
長
も
兼
務
し

た
。
定
年
退
官
後
、
佐
世
保
市

立
総
合
病
院
長
を
務
め
た
。

長
崎
大
医
学
部
な
ど
で
子
宮

や
卵
巣
の
が
ん
の
治
療
法
を
研

究
。
早
期
発
見
の
た
め
の
検
診

を
推
進
し
た
ほ
か
、
手
術
の
後

遺
症
を
少
な
く
す
る
方
法
を
開

発
す
る
な
ど
女
性
の
が
ん
治
療

に
貢
献
し
た
。

１
９
８
４
年
か
ら

年
ま

で
、
県
保
健
医
療
対
策
協
議
会

・
成
人
病
検
診
精
度
管
理
指
導

協
議
会
の
子
宮
が
ん
部
会
委
員

長
を
務
め
、
県
内
で
の
検
診
方

式
を
整
備
。
講
演
会
や
新
聞
へ

の
寄
稿
な
ど
を
通
じ
、
検
診
普

及
の
先
頭
に
立
っ
た
。
２
０
０

０
年
長
崎
新
聞
文
化
章
受
章
。

（
左
海
力
也
）
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⇔
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同
社
に
よ
る
と
、
死
亡
例
の

多
く
が
、
対
象
外
と
し
て
い
た

重
度
の
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
の

患
者
へ
の
処
方
だ
っ
た
。
処
方

後
、
発
疹
な
ど
副
作
用
の
兆
候

を
医
師
が
見
逃
し
て
い
た
疑
い

の
あ
る
例
も
あ
っ
た
。
同
社
は

「
適
正
に
処
方
す
る
よ
う
、
医

療
機
関
に
十
分
に
情
報
提
供
し

て
い
た
」
と
し
て
い
る
。

テ
ラ
ビ
ッ
ク
は
、
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
複
製
に
か
か
わ
る

酵
素
を
阻
害
し
、
増
殖
を
抑
え

る
飲
み
薬
。
市
販
後
の
調
査
で

は
、
従
来
の
治
療
で
効
果
の
無

か
っ
た
患
者
の
７
割
で
ウ
イ
ル

ス
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。

年

月
の
発
売
以
降
、
昨

年
９
月
ま
で
の
約
２
年
に
１
万

１
１
３
５
人
が
服
用
し
、
約

％
の
２
５
８
８
人
に
重
い
副
作

用
の
症
状
が
出
た
と
い
う
。
同

月
ま
で
に

人
が
亡
く
な
り
、

そ
の
後
２
人
の
死
亡
も
確
認
さ

れ
た
。
発
疹
が
悪
化
し
、
全
身

の
皮
膚
が
た
だ
れ
て
亡
く
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
服
用
と
の

因
果
関
係
は
否
定
で
き
な
い
と

さ
れ
た
。

臨
床
試
験
で
副
作
用
の
報
告

が
あ
っ
た
た
め

処
方
は

皮
膚

科
専
門
医
と
連
携
で
き
る
肝
臓

専
門
医
に
限
定
さ
れ
て
い
た

死
亡
例
以
外
で
も
、
医
師
が

副
作
用
の
重
症
化
を
防
ぐ
措
置

を
適
切
に
施
さ
な
か
っ
た
ケ
ー

ス
が
目
立
っ
た
と
い
う
。

中国・期限切れ食肉

業
者

返
品
分
を
再
出
荷

生
産
日
改
ざ
ん
、
再
包
装

◆
酒
気
帯
び
運
転
容
疑
で
男
を

現
行
犯
逮
捕

相
浦
署
は

日
、

道
交
法
違
反
（
酒
気
帯
び
運
転
）

の
疑
い
で
、
佐
世
保
市
大
潟
町
、

漁
師
、
溝
口
航
基
容
疑
者

を

現
行
犯
逮
捕
。
逮
捕
容
疑
は
同
日

午
前
１
時

分
ご
ろ
、
同
市
鹿
子

前
町
の
市
道
で
酒
気
を
帯
び
て
軽

乗
用
車
を
運
転
し
た
疑
い
。
対
向

車
と
衝
突
す
る
事
故
を
起
こ
し
、

発
覚
し
た
。
対
向
車
に
乗
っ
て
い

た
女
性
が
打
撲
の
軽
傷
。

◆
諫
早
で
Ｊ
Ｒ
の
信
号
変
わ
ら

ず
３
５
０
人
に
影
響

日
午
前

時

分
ご
ろ
、
諫
早
市
の
Ｊ
Ｒ

長
崎
線
、
肥
前
長
田
駅
｜
東
諫
早

駅
間
で
、
信
号
１
基
が
赤
の
ま
ま

青
に
変
わ
ら
な
い
不
具
合
が
発
生
。

復
旧
し
た
が
、
上
り
線
の
特
急
列

車
１
本
が

分
遅
れ
に
な
り
、
約

３
５
０
人
に
影
響
が
出
た
。
Ｊ
Ｒ

九
州
が
原
因
を
調
査
中
。

◆
大
村
湾
で
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
か
ら
転
落
し
た
男
性
死
亡

日
午
後
６
時

分
ご
ろ
、
大
村
市

の
長
崎
空
港
南
西
約
４
㌔
の
大
村

湾
で
、
同
市
松
山
町
、
会
社
員
、

森
山
信
政
さ
ん

の
プ
レ
ジ
ャ

ー
ボ
ー
ト
（
全
長
約
５
・

㍍
）

が
風
に
あ
お
ら
れ
て
傾
き
、
森
山

さ
ん
が
海
中
に
転
落
。
近
く
の
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
救
出
さ
れ
、

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
、
約
２
時

間
後
に
死
亡
し
た
。
死
因
は
溺
死
。

佐
世
保
海
上
保
安
部
に
よ
る
と
、

現
場
で
は
午
後
５
時
５
分
ご
ろ
に

瞬
間
最
大
風
速
９
・
３
㍍
を
観
測
。

森
山
さ
ん
は
ボ
ー
ト
の
エ
ン
ジ
ン

が
故
障
し
た
た
め
、
予
備
の
エ
ン

ジ
ン
を
起
動
さ
せ
よ
う
と
船
尾
に

移
動
す
る
途
中
だ
っ
た
と
い
う
。
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田
辺
三
菱

テ
ラ
ビ
ッ
ク

対
象
外
患
者
に
処
方
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女
性
の
関
係
者
に
よ
る
と
、
１

９
９
８
年
、
女
性

当
時

は
関
東
で
失
踪
し
た
。
失
踪
者
は

年
金
を
受
給
で
き
な
い
が
、
何
者

か
が
女
性
の
生
存
を
示
す
虚
偽
の

「
現
況
届
」
を
旧
社
会
保
険
庁
（
現

日
本
年
金
機
構
）
に
毎
年
送
っ
て

い
た
た
め
、
２
０
１
１
年
に
機
構

の
調
査
で
不
在
が
判
明
す
る
ま

で
、

年
間
に
計
約
８
５
０
万
円

が
支
給
さ
れ
た
。

女
性
の
親
族
は
昨
年
、
「

年

１
月
に
失
踪
し
た
」
と
申
し
立
て
、

裁
判
所
は
民
法
の
規
定
に
よ
り
７

年
後
の

年
に
死
亡
し
た
と
認
定

し
た
。
８
５
０
万
円
は
ほ
ぼ
全
額

が
女
性
名
義
の
口
座
に
残
さ
れ
て

お
り
、
本
来
な
ら
機
構
側
に
返
還

さ
れ
る
べ
き
だ
が
、

年
よ
り
前

は
生
存
し
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る

た
め
、
機
構
は
こ
の
時
点
ま
で
の

支
給
分
約
４
５
０
万
円
を
返
還
請

求
で
き
な
い
。

さ
ら
に

年
の
死
亡
認
定
以

降
の
支
給
分
に
つ
い
て
も

会
計

法
が
５
年
の
時
効
を
定
め
て
い
る

た
め

５
年
前
の

年
以
前
に
支
給

さ
れ
た
約
２
７
０
万
円
は
請
求
で

き
な
い

結
局

機
構
が
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
は

年
分
以
降

の
約
１
３
０
万
円
だ
け
で

残
り

は
親
族
が
相
続
す
る
こ
と
に
な
る

裁
判
所
の
選
任
で
女
性
の
財
産

管
理
を
す
る
司
法
書
士
は
「
誤
っ

て
支
給
さ
れ
た
の
に
、
一
部
し
か

返
還
さ
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
」

と
し
て
昨
年

月
、
機
構
へ
の
全

額
返
却
を
求
め
、
佐
賀
家
裁
唐
津

支
部
に
審
判
を
申
し
立
て
た
。
現

在
、
審
理
が
続
い
て
い
る
。

年
金
問
題
に
詳
し
い
堀
勝
洋
上

智
大
名
誉
教
授
（
年
金
保
険
法
）

は
「
機
構
が
支
給
停
止
の
手
続
き

を
し
た
時
点
で
誤
支
給
に
な
っ
て

い
な
い
か
詳
し
く
調
査
し
て
い
れ

ば
、
取
り
戻
せ
る
額
は
増
え
た
。

チ
ェ
ッ
ク
が
甘
く
、
回
収
を
逃
し

た
ケ
ー
ス
は
他
に
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
話
し
て
い
る
。

佐
賀
県
内
に
住
民
票
が
あ
っ
た
女
性
に
不
適
切
に

支
給
さ
れ
続
け
た
年
金
約
８
５
０
万
円
を
、
女
性
の

関
係
者
が
日
本
年
金
機
構
（
東
京
）
に
返
還
し
よ
う

と
し
て
も
、
法
規
定
な
ど
が
障
害
と
な
り
機
構
側
は

大
半
を
取
り
戻
せ
な
い
こ
と
が

日
分
か
っ
た
。
年

金
財
政
が
窮
迫
す
る
中
、
疑
問
を
感
じ
さ
せ
る
仕
組

み
で
、
専
門
家
は
「
国
に
よ
る
体
制
の
整
備
が
不
可

欠
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

国
の
体
制
整
備
急
務

民法、会計法 適用で

北九州

女
性
刺
傷

男
２
人
逃
走

漁
協
組
合
長
殺
害
と
関
連
か
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【
上
海
共
同
】
新
華
社
電
に

よ
る
と
、
中
国
上
海
市
の
食
品

監
督
当
局
は

日
、
米
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
大
手
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

な
ど
に
使
用
期
限
切
れ
の
食
肉

を
使
っ
た
加
工
品
を
販
売
し
て

い
た
「
上
海
福
喜
食
品
」
が
、

い
っ
た
ん
返
品
さ
れ
た
食
品
の

生
産
日
を
改
ざ
ん
し
た
上
、
包

装
を
替
え
て
再
び
出
荷
し
て
い

た
と
発
表
し
た
。

【
３
面
に
関
連
記
事
】

再
出
荷
日
は
不
明
だ
が
、
新

た
な
不
正
が
発
覚
し
た
こ
と

で
、
同
社
へ
の
批
判
が
さ
ら
に

強
ま
り
そ
う
だ
。

同
社
は
返
品
さ
れ
た
２
０
１

３
年
５
月
生
産
の
食
肉
加
工

品
に
つ
い
て
、
生
産
日
が
今
年

１
月
だ
っ
た
よ
う
に
改
ざ
ん
、

商
品
名
も
変
え
て
再
出
荷
し

た
。も

と
も
と
の
使
用
期
限
は
今

年
２
月
で
、
生
産
日
改
ざ
ん
で

期
限
延
長
を
図
っ
た
と
み
ら
れ

る
。

４
３
９
６
箱
が
出
荷
さ
れ
、

す
で
に
３
０
３
０
箱
が
販
売
さ

れ
た
。
残
り
の
分
は
食
品
監
督

当
局
が
押
収
し
た
と
い
う
。
当

局
は
生
産
日
や
使
用
期
限
の
改

ざ
ん
な
ど
が
違
法
行
為
に
当
た

る
と
み
て
調
べ
て
い
る
。

一
方
、
上
海
福
喜
食
品
の
親

会
社
で
あ
る
米
Ｏ
Ｓ
Ｉ
グ
ル
ー

プ
幹
部
は

日
、
食
品
監
督
当

局
に
対
し
、
改
善
措
置
の
実
施

状
況
を
報
告
し
た
。
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勾留質問室 最高裁 改善指示

最
高
裁
が
全
国
の
地
裁
本
庁
や

地
裁
支
部
、
簡
裁
を
対
象
に
勾
留

質
問
室
の
構
造
や
窓
の
状
況
を
調

べ
、「
逃
走
防
止
対
策
が
不
十
分
」

と
し
て

の
裁
判
所
に
改
善
を
指

示
し
て
い
た
こ
と
が

日
、
最
高

裁
へ
の
取
材
で
分
か
っ
た
。

６
月

日
に
新
潟
地
裁
の
勾
留

質
問
室
の
窓
か
ら
男
が
逃
走
し
た

事
件
を
受
け
、
調
査
し
た
。
裁
判

所
名
や
不
備
の
内
容
は
「
警
備
上

の
理
由
で
明
ら
か
に
で
き
な
い
」

と
説
明
し
て
い
る
。
約

年
間
、

部
屋
を
使
用
し
て
い
な
い
一
部
の

簡
裁
を
除
き
応
急
措
置
を
し
た
と

い
う
。

最
高
裁
に
よ
る
と
、
対
策
が
不

十
分
だ
っ
た
の
は
仙
台
、
高
松
、

福
岡
の
各
高
裁
管
内
に
あ
る
４
地

裁
本
庁
と
東
京
高
裁
管
内
の
２
地

裁
支
部
、
さ
ら
に
仙
台
、
東
京
、

名
古
屋
、
高
松
、
福
岡
の
各
高
裁

管
内
に
あ
る
９
簡
裁
。

新
潟
の
事
件
の
３
日
後
、
各
高

裁
を
通
じ
、
窓
な
ど
か
ら
部
屋
の

外
に
逃
走
す
る
恐
れ
が
な
い
か
ど

う
か
を
検
証
す
る
よ
う
指
示
。
新

潟
地
裁
の
ほ
か
に
も
、
不
備
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

最
高
裁
は

対
策
が
不
十
分
な

裁
判
所
が
あ
っ
た
こ
と
は
遺
憾

万
全
の
対
応
を
講
じ
る

と
コ
メ

ン
ト
し
た

今
後

部
屋
へ
の
移
動

経
路
の
逃
走
防
止
対
策
も
調
べ
る

新
潟
の
事
件
は
、
わ
い
せ
つ
目

的
略
取
未
遂
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、

１
階
で
勾
留
質
問
を
受
け
て
い
た

無
職
喜
納
尚
吾
被
告

強
姦

（
ご
う
か
ん
）
罪
な
ど
で
起
訴

が
机
に
上
が
り
、
窓
を
開
け
て
逃

走
。
近
く
の
新
聞
販
売
店
で
警
察

官
ら
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
。

裁
判
所
逃
走
対
策
不
備

逃
走
事
件
が
あ
っ
た
新
潟
地
裁
。
勾
留
質
問
室
の
窓
に
格
子

が
取
り
付
け
ら
れ
た

７
日

❖サンバのリズムで福島に活力を 東日
本大震災と原発事故の被災者を励まそう
と、東京・浅草のサンバチーム「仲見世バ
ルバロス」のメンバー 人が 日、福島県

いわき市の夏祭りに参加し、情熱的な踊り
を披露した。
震災直後の2011年４月、福島県双葉町の

避難先となった埼玉県加須市の旧高校を慰

問したのが縁で町民と交流が続き、町役場
が置かれているいわきを盛り上げたいと企
画。オレンジや緑の衣装に身を包んだダン
サーが、ギターや太鼓の演奏に合わせてに

ぎやかにパレードし、沿道に詰めかけた多
くの市民を楽しませた。
メンバーの一人、福島一男さん は「温
かいお客さまで楽しかった。あすへの活力

になったら、うれしい」。体を揺すらせな
がら笑顔で見ていた主婦中西令子さん
は「元気をもらった。一日も早く東北の町
が活性化してほしい」と話した。

日
午
後

時

分
ご
ろ
、

北
九
州
市
八
幡
西
区
折
尾
３
丁

目
の
駐
車
場
で
、
近
く
に
住
む

女
性
会
社
員

が
２
人
組
の

男
に
背
後
か
ら
突
き
飛
ば
さ
れ

た
後
、
腰
と
肩
を
刃
物
で
刺
さ

れ
軽
傷
を
負
っ
た
。

捜
査
関
係
者
に
よ
る
と

昨

年

月
に
銃
撃
さ
れ
殺
害
さ
れ

た
市
漁
業
協
同
組
合
長
上
野
忠

義
さ
ん

当
時

の
親
族

が
経
営
し
て
い
た
会
社
に
以

前
勤
務
し
て
い
た
と
の
情
報
が

あ
り

福
岡
県
警
は
暴
力
団
員

の
関
与
も
視
野
に
関
連
を
捜
査

し
て
い
る

女
性
は
県
警
の
特

別
な
保
護
対
象
で
は
な
か
っ
た

捜
査
関
係
者
に
よ
る
と
、
２

人
は
車
か
ら
降
り
た
直
後
の
女

性
に
無
言
で
近
づ
き
襲
撃
。
県

警
は
計
画
的
な
犯
行
で
事
前
に

下
見
も
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
と
み
て
、
不
審
者
の
目
撃
情

報
を
集
め
て
い
る
。

県
警
に
よ
る
と

２
人
の
う

ち
１
人
は
身
長
１
６
０
〜
１
６

５
㌢
く
ら
い
で

黒
の
ニ
ッ
ト

帽

ジ
ー
パ
ン
姿
で
マ
ス
ク
を

し
て
い
た

２
人
は
走
っ
て
逃

げ
た
と
み
ら
れ

県
警
は

人

以
上
の
態
勢
で
捜
査
し
て
い
る

北
九
州
市
で
は
、
上
野
さ
ん

の
兄
で
港
湾
工
事
に
影
響
力
が

あ
っ
た
梶
原
国
弘
さ
ん

当
時

が
１
９
９
８
年
に
射
殺

さ
れ
、
特
定
危
険
指
定
暴
力
団

「
工
藤
会
」
系
組
長
２
人
が
殺

人
罪
で
無
期
懲
役
な
ど
の
実
刑

判
決
を
受
け
た
。
判
決
は
「
港

湾
整
備
事
業
へ
の
利
権
介
入
を

断
ら
れ
た
こ
と
へ
の
報
復
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
今
年
５
月
に
は
梶
原
さ

ん
の
孫
の
男
性
歯
科
医

が

市
内
の
駐
車
場
で
何
者
か
に
脚

な
ど
を
刺
さ
れ
重
傷
を
負
っ
て

い
る
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
所
持

容
疑
で
警
察
官
逮
捕愛

知

愛
知
県
警
は

日
、
薬
事
法

で
規
制
し
て
い
る
指
定
薬
物
を

含
む
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
所
持
し

た
と
し
て
、
同
法
違
反
容
疑
で

津
島
署
交
通
課
の
巡
査
部
長
北

折
学
容
疑
者

同
県
扶
桑

町
小
淵

を
逮
捕
し
た
。

逮
捕
容
疑
は

日
午
後
２
時

半
ご
ろ
、
岐
阜
県
羽
島
市
内
の

路
上
で
「
Ｍ
Ｎ
―

」
と
呼
ば

れ
る
指
定
薬
物
を
所
持
し
た
疑

い
。
容
疑
を
認
め
「
ス
ト
レ
ス

発
散
の
た
め
１
年
前
か
ら
使
用

し
て
い
た
」と
供
述
し
て
い
る
。

県
警
に
よ
る
と

北
折
容
疑

者
は
当
直
勤
務
明
け
で

羽
島

市
内
ま
で
バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン

グ
し
て
い
た

帰
宅
途
中
に
か

ば
ん
を
落
と
し

拾
っ
た
愛
知

県
一
宮
市
内
の
薬
局
の
従
業
員

が
警
察
官
の
制
服
が
入
っ
て
い

る
の
に
気
付
き
１
１
０
番
し
た

と
い
う

落
と
し
た
か
ば
ん
か

ら
空
の
ア
ン
プ
ル

個
が
見
つ

か
り

ア
ン
プ
ル
内
の
粉
末
か

ら
Ｍ
Ｎ
―

が
検
出
さ
れ
た

海
外
映
画
投
資
装
い

１
億

万
円
を
詐
取

容
疑
で
会
社
代
表
再
逮
捕

実
在
す
る
海
外
映
画
へ
の
投

資
を
装
い
、
会
社
役
員
か
ら
現

金
１
億
５
千
万
円
を
だ
ま
し
取

っ
た
と
し
て
、
警
視
庁
渋
谷
署

は

日
、
詐
欺
の
疑
い
で
、
住

所
不
定
、
映
画
製
作
会
社
ビ
ー

ワ
イ
ル
ド
（
大
阪
）
代
表
の
若

杉
正
明
容
疑
者

詐
欺
罪

で
起
訴

を
再
逮
捕
し
た
。

民
間
信
用
調
査
会
社
に
よ
る

と

同
社
は
映
画

ク
ラ
イ
マ
ー

ズ
・
ハ
イ

や

血
と
骨

な
ど
の

ヒ
ッ
ト
作
を
手
掛
け
た

再
逮
捕
容
疑
は
東
京
都
港
区

の
男
性
会
社
役
員

に
、
配

給
権
が
な
い
の
に
、
実
在
す
る

海
外
映
画
へ
の
投
資
を
持
ち
掛

け
、「
す
ぐ
に
配
当
が
出
る
し
、

間
違
い
な
く
大
ヒ
ッ
ト
す
る
。

投
資
の
３
倍
か
ら
４
倍
に
な

る
」
と
う
そ
を
言
い
、
２
０
０

８
年
９
月
下
旬
〜

月
下
旬
、

現
金
計
１
億
５
千
万
円
を
詐
取

し
た
疑
い
。
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